
「碧雲切抜帖」を追って

−竹島に関する
明治期の新聞報道 −

島根県竹島研究顧問
島根県竹島問題研究会委員 升田 優
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明治39年島根県竹島調査団
報告書

神西団長
調査団45名
3月26日西郷港発
27日~28日
竹島〜鬱陵島

3月29日西郷港着
報告者 奥原碧雲
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明治３８年８月１５日
竹島調査団の渡航延期

急遽、海軍御用船京都丸で竹島行き
・松永知事以下４名
・８月１９日竹島上陸
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軍事郵便ハガキ（明治３８年８月１９日）
・京都丸の消印
・「お先に失敬御免」の文字
・４名の名前

松永知事（松永武吉）
佐藤警務長（佐藤孝三郎）
藤田縣属（藤田幸年）
大塚警部（大塚松之丞）

6島根県公文書センター所蔵



山陰新聞の記事
・M

38.8.18

「
竹
島
行
期
日
」

「
県
内
官
民
の
竹
島
行
は
天
候
不
穏
の
為
め
当

分
延
期
に
決
せ
し
（
略
）
来
九
月
二
十
日
前
後
に
出

発
す
る
こ
と
に
決
定
せ
り
」

・M
38.8.22

「
松
永
知
事
の
竹
島
視
察
」

「
松
永
知
事
は
藤
田
県
属
を
随
ひ
佐
藤
警
務
長
は
大

塚
警
部
を
随
ひ
去
る
十
八
日
便
船
に
て
隠
岐
国
の
新

領
土
た
る
竹
島
に
航
行
し
同
島
に
上
陸
し
て
親
し
く

状
況
を
視
察
し
一
昨
日
帰
松
せ
り
」

・
同

「
県
庁
内
に
海
豚
放
養
」

「
松
永
知
事
の
一
行
は
漁
民
の
捕
獲
せ
る
本
年
生
の

海
豚
三
頭
を
貰
ひ
受
け
て
帰
松
し
昨
日
県
庁
第
三
部

庭
内
の
溜
池
へ
放
流
し
て
当
分
飼
養
す
る
こ
と
と
な

せ
り
」

・M
38.8.23

「
県
廳
内
放
養
の
海
鹿
」

「
海
鹿
三
頭
は
一
昨
日
は
余
程
衰
弱
せ
し
様
に
見
受

け
ら
れ
し
も
昨
日
は
八
束
郡
恵
曇
の
水
産
試
験
場
よ

り
取
寄
せ
た
る
鹹
水
を
該
池
に
入
れ
し
よ
り
非
常
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元
気
と
な
り
」

・M
38.8.30

「
隠
岐
通
信
」

「
竹
島
へ
移
植
す
べ
き
見
込
に
て
小
松
拾
数
本
島
廳

に
て
培
養
し
居
れ
り
」

・M
38.9.5

「
剥
製
の
海
驢
」

「
水
産
試
験
場
に
於
て
飼
養
中
な
る
海
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三
頭
の
内

一
頭
は
去
る
二
日
斃
死
せ
し
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て
松
江
に
搬
送
し

末
次
本
町
米
原
伊
之
助
に
剥
製
せ
し
む
る
こ
と
と
な

り
た
り
」
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明治期の新聞事情
山陰新聞

・山陰新聞の誕生について、「明治１５年５月
１日、山陰新聞の第一号が松江で発刊される。島
根県では、それまでにいくつかの新聞が発刊され
ていたが、タブロイド判４ページの隔日刊ながら、
定時刊行をうたった県内で初めての新聞らしい新
聞であった」と。

・「大正以来、構造的に経営難が続いていたが、
昭和に入ると早々の金融恐慌、それに続く世界的
経済恐慌もあって、さらに苦しくなっていた」、
「経営難の原因について、差し当たっての病弊は
集金の不良であった。たとえ収支のバランスは
保っても現金不足はどうすることもできなかっ
た」と。

松陽新報

・松陽新報の発刊については、「明治３４年
（1901）１１月３日、山陰新聞とともに本紙の
前身である松陽新報が、この日創刊された。明
治十年代以降松江で三回の新聞発刊に参画しな
がら、創刊にこぎつけたものであった」と。

・いずれも志を得なかった岡崎運兵衛が、満を持
して松陽新報社は日露戦争中から急速に発展、
明治４０年の決算で純益約七千円を上げた。岡
崎社主は「新聞社も手狭になっている。これで
新しい社屋を建てよう」と即断。早速新社屋建
設の準備にかかるよう指示した。松陽新報社屋
について「この西洋建築の社屋が出現したとき、
市民はアッと驚いた」と。

（出典）山陰中央新報社社史
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両新聞の比較
■山陰中央新報社社史には
・「山陰新聞は印刷も悪く、都会地の広告主が一県一紙を選んで広告を出すとすれば、必ず松
陽が選ばれた」とか、
・「もともと読売新聞の山陰進出の標的は当時発行部数三千部の山陰新聞ではなく、その倍以
上の八千部を持つ松陽新報の買収だった」との記述がある。
■また、「新聞研究昭和30年4月号」（社団法人日本新聞協会）によれば、
・明治33年頃の山陰新聞の経営内容は発行部数三千余。明治34年11月創刊の松陽新報は、当
時二千部を印刷。日露開戦とともに松陽の社長岡崎は自ら陣頭に立って全県下に遊説をこころ
みて大いに国論喚起につとめたが、これが読者獲得に大いに役立ち、戦争半ばにして早くも先
進の山陰をしのぐ勢力をかち得た。
・昭和年代に入ってからの両紙は紙数において既に山陰は松陽の敵ではなかった。 昭和13年9
月末現在で某官庁の推定した各紙の県下販売紙数は

（地元紙） 松陽 1万2千5百 山陰 8千
（県外移入紙）朝日1万9千 毎日1万8千2百 福日5千5百 山日千5百
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碧雲切抜帖

碧雲作成の新聞スクラップ
（松江市松江城・史料調査課保管）
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奥原碧雲
本名は福市、碧雲は号。明治6年（1873）4月1日、秋鹿郡岡本村（現在の松江市

岡本町）に生まれる。教育者、文筆家、歌人として幅広い分野で活躍。

昭和10年（1935）、自宅で死去（63歳）

島根県立大学松江キャンパス保管資料から
秋鹿村小学校長時代（奥原秀夫氏蔵） 「竹島及鬱陵島」所収 11



奥原碧雲
・明治27年島根県尋常師範学校を卒業。三刀屋村尋常高等小学校訓導を振り出しに、教育者とし

ての道を歩む。明治29年郷里の岡本尋常小学校に転任、その後村内にあった三つの小学校の統

合に尽力し、統合後の秋鹿村尋常高等小学校の校長となった。

・その後、八束郡教育の指導、女子教育の振興、社会教育など34年の長きにわたり教育の進展に

寄与し、本県教育界に大きな足跡を残した。大正3年2月11日、文部大臣より小学校教育功績状

を授与された。地元有志により昭和12年秋鹿村小学校校庭に銅像が建立（昭和27年に再建）さ

れた。

・また、多芸多趣味の人で、特に文才に長じ、多くの著書を世におくり、また新聞雑誌などにも

論説・紀行・随筆・詩歌の類を数え切れないほど寄稿している。歌会「しののめ会」を結成

し、明治30年代の山陰文壇を代表する詩文家となった。

・明治39年竹島を視察し、『竹島及鬱陵島』を著して竹島研究に先鞭をつけて以来、郷土の地

理・ 歴史の調査研究にも力を注いだ。主な著書として、『島根県名勝誌』『島根県遊覧案

内』『八束郡秋鹿村誌』『八束郡誌』『隠岐島誌』など。

■出典（明治百年島根の百傑、島根県歴史人物辞典）
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奥原家資料の調査経過 

 
                             歌人関連   郷土誌関連     竹島関連   書籍 草稿   切抜帖 

 
平成 5 年頃 

    島根女子短期大学寺本教授が奥原家を調査        調査 

    碧雲切抜帖をコピー                                                                                   複写・原本返却 

平成 10 年 
    奥原秀夫氏が寺本教授に寄贈                 寄贈           寄贈                        寄贈  寄贈   ■コピー 

   以後、大学で資料は管理 

 

平成18年 
    島根県竹島問題研究会が奥原家を訪問                                              調査 

 
その後 

  奥原秀夫氏から島根県に寄贈                                                （ 立志伝外） 

 

（平成25年秀夫氏死亡） 
 

平成26年 

    松江市史料編纂室から島根県に提供                                             提供 

 
平成27年 

秀夫氏の親族から松江市が資料借用          資料         資料 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
   
   □原本 
 

  

 

 

 

 

令和3年5月 島根県立大学を調査                           調査    碧雲旧蔵資料を確認 
                                                                
令和5年9月 奥原家を調査                              調査 

松江市松江城・史料調査課を調査                                   調査            切抜帖原本を確認       13



奥原碧雲生家と書斎

碧雲の三男；奥原秀夫氏
平成１８年島根県竹島問題研究会調査
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書籍等、草稿等

島根県立大学松江キャンパス図書館保管資料 15



碧雲旧蔵資料の概要

・碧雲切抜帖を含む資料は、碧雲の三男である奥原秀夫氏から島根県立島根女子短

期大学（現島根県立大学松江キャンパス）に寄贈されたもので、平成10年に、当時の附属

図書館長であった寺本喜徳教授が整理され、現在同図書館で保管されている。

・竹島関連の資料は、主に書籍等、草稿等、新聞記事等に大別されるが、その多くが

竹島が明治 38年に島根県に編入された直後のものであり、その主な著作である『竹

島及鬱陵島』をはじめとして、「竹島」認識の定着化に大きな役割を果たしてきた。

また、資料の多くは県立図書館にも収蔵されていないなど、貴重なものが多い。

・碧雲切抜帖については、従来田村清三郎氏の資料などにより知られていた「山

陰新聞」の記事ではなく、「松陽新報」の記事がスクラップされており、両者の記事につ

いて比較検討が期待される。
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・島根県立図書館では、明治期における松陽新報の保存
は、極めて少ない。

そうした中で、平成２６年杉原隆前島根県竹島問題研究
会副座長が調査され、松陽新報を相当程度まとめて所蔵
されていた松江市宍道町の庄司家の資料を新たに見つけ
られたのは貴重であった。

・平成２７年２月２２日に開催された「竹島の日十周年記
念式典」において、

「明治３８年２月２２日竹島が島根県所属となったことや
明治３９年の竹島・鬱陵島への島根県調査団の行動等に
関する記事を提供いただいた。初めて山陰新聞以外の新
聞でも、島根県の竹島所管が報じられていたことがわか
り、竹島に関する研究の新たな資料となった」

として、資料の寄贈者である庄司武久氏に知事から感謝
状が贈呈されている。

平成２７年２月２３日
山陰中央新報

17

松陽新報

■宍道町庄司家資料



碧雲切抜帖の特徴と新たな知見

１）碧雲切抜帖の特徴

・これまでに判明していた竹島関連の新聞記事は、新聞の保存状況も反映し、「全体的な情報量

として山陰新聞の方が竹島関連記事が多く、特に明治38年の松永知事の渡航関連記事や明治39年
の島根県調査団の関連記事は山陰新聞の方が詳細」という状況であった。

・碧雲切抜帖は、これまで明らかでなかった松陽新報の記事を中心とするもので、かつ、その内

容は質量ともに充実し、明治期における竹島認識に新たな調査・研究材料を提供する。

・韓国側には「島根縣が秘密裏に竹島の編入を行った」との主張もあるが、碧雲切抜帖を含む碧

雲旧蔵資料（書籍等、草稿等、新聞記事等）は、その多くが竹島の島根県編入直後のもので、県

民の「竹島」認識の定着化と関心に大きな役割を果たしたと考えられる。

２）新たな知見

碧雲切抜帖において、新たな知見が得られた点は、特に次の三点である。

①松永知事の竹島視察談

②新聞に掲載された初めての竹島全景写真
③初めての竹島特派員による現地レポート 18



①松永知事の竹島視察談

・明治期における竹島に関する調査報告等

明治39年3月の竹島視察団の報告「竹島及鬱陵島」、 東島司の復命書、山陰新聞記事

・松永知事が明治38年8月に急遽竹島を視察したことはよく知られていたが、碧雲切抜帖により視察

直後に、縣廳でその状況について講演していたことが初めて判明した。

１．松永知事の新たに編入した竹島視察への強い意思がうかがわれる。

・視察を事前に内務省に相談し、国の費用で行ったこと

・急な日程変更という事情があるにもかかわらず、竹島視察を決断したこと

・８月１９日の竹島視察後、直ちに報告会を行った（２１日午後１時）こと

＊報告会には百十数名が参加し、竹島への関心が高かったことがうかがわれる

２．松永知事の視察状況が初めて明らかになった。

・視察の経緯と詳細な日程が明らかとなったこと 【８月１８日夜９時美保関出帆、１９日朝８時

竹島着、９時半から１２時半まで上陸、午後６時出帆、２０日十六島経由、松江に帰着】

・報告内容は、竹島を間近に見た具体的な観察記録となっていること。例えば、漁猟会社の小屋、

飲料水などが詳細に記述されていること。また、竹島の手書きデッサンも付されている。 19



明治３８年８月２２日付、松陽新報 20
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松永武吉（まつながたけきち/ ぶきち）
1869年（明治2年）11月19日~ 1936年（昭和11

年）1月15日）、日本の逓信・朝鮮総督府官僚。官
選島根県知事

経歴

鹿児島県で旧薩摩藩士松永包泰の二男として生ま
れる。1891年7月、帝国大学法科大学を卒業。同年8
月、逓信省に入省、以後、逓信省事務官、同大臣秘
書官、同大臣官房秘書課長、横浜郵便電信局長、逓
信省総務局文書課長、大阪通信管理局長などを歴任。

1904年11月、島根県知事に就任。1908年3月、知
事を休職となり、1910年10月、朝鮮総督府に転じ平
安南道長官に就任。1916年3月、京畿道長官に転任。
1919年8月、官制改正により京畿道知事等を歴任、
1922年9月に依願免官となり退官。

１６代島根県知事 松永武吉
自 明治３７年１１月１７日
至 明治４１年 ３月２８日
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エピソード（高岳自叙伝；佐藤孝三郎）
■明治元年生まれ。明治３８年２月から明治３９年７月まで

島根県勤務。その後、福井県知事、名古屋市長、函館市長な

どを歴任。

「この大海戦はその全部が本県の領海沖で行わ
れたもので、公報には日本海海戦は『ﾘｬﾝｺｰﾙﾄﾞ
岩』に於て終る、と記載された。実はこのﾘｬﾝ
ｺｰﾙﾄﾞ岩とは、本年初め本県所属竹島と官報に
て公示されたもので鬱陵島に隣れる島で、後官
報で訂正された。戦後、余は知事とともに竹島
を視察した。同島には望楼があり、全島岩ばか
りの小島で、海豚の巣窟で群棲して盛んに繁殖
していた。
大海戦の数日後飛電あり、東郷司令長官は第

一艦隊全部を率い本県三保の関に入港すべし、
と。約十隻の艦影は真に威風堂々海を圧して来
り泊した。」

「司令官旗は旗艦三笠に高くひらめいている。
汽艇もて余等を迎えられ、三笠旗艦に着け、厚
い礼を以て迎えられた。長官室に招ぜられ、大
戦勝に輝やく東郷中将の前に知事と余と三人対
した。知事は薩摩の人で、将軍とは多少の面識
もあったので、『松永さんいかがですか』との
挨拶だけであった。知事は『はい』と答えて、
『さてこの度の大勝利まことにお働きの程感じ
入りました。国民も大いに安心いたしました』
との旨を語り、深く中将の武功を賞したが中将
はただ『はい』と答えられたままで言葉はない。
かようにして余等は大海戦後真先に司令長官に
親しくお目にかかり御祝を述ぶる大光栄を得た
のであった。後刻堂々と出港さるる艦影を見
送った。実に時といい人といいこの会見は誰も
得がたい一大の光栄であった。」 23



島根県編入前後の動き 年表「行政権の行使」

24

1904年
(明治37)

• 中井養三郎、「リャンコ島領土編入並びに貸下願」を内務・外務・農商務の三大臣に提出（9.29）
• 島根県内務部長書記官堀信次、隠岐島司東文輔にリャンコ島の命名を問合せ（11.15）

→ 隠岐島司、所管について了承し島名を「竹島」とすべきと回答（11.30）

1905年
(明治38)

• 日本政府、竹島と名付け島根県所管隠岐島司の所管する旨を閣議で決定（1.28）
• 内務大臣、島根県知事に対し竹島を島根県所属隠岐島司の所管としその旨管内に告示するよう訓令 （2.15）
• 島根県知事松永武吉、島根県告示第40号により竹島の島名とその所管を公示（2.22）
• 島根県、漁業調整規則を改正しアシカ漁を許可漁業とする（4.14）
• 島根県、竹島を隠岐国四郡の官有地台帳に登録（5.17）
• 中井養三郎ら、竹島漁猟合資会社を設立（6.3）
• 島根県、竹島漁猟合資会社にアシカ漁を許可（6.5）
■島根県知事松永武吉、竹島を視察（8.19） ＊8.21報告会

1906年
(明治39)

• 県調査団（神西由太郎第3部長外44名）、境港から第2隠岐丸に乗船し竹島へ出発（3.22)
• 奥原碧雲、「竹島経営者中井養三郎氏立志伝」を著述（5.20）
• 島根県、竹島漁猟合資会社に5年間の竹島借用を許可（7.2）

1907年
(明治40)

• 奥原碧雲、「竹島及鬱陵島」を発行（5月）
• 海軍水路部、竹島の「経緯度実測原簿」を作製



竹島視察談（碧雲切抜帖所収）

＊明治38年8月22日付け 松陽新報

昨日午後一時過ぎより縣会議事堂に於て松永

知事は竹島視察談を為せり聴集は縣廳を始め市

内官公衙吏員、縣立学校教員、市内紳士、婦人

等百十数名にして談話は二時間以上に渉り地図

及び持帰りたる標本に就て一々説明を為したる

が大に聴者の興味を惹起したるものありき左に

其の要領を掲ぐ因みに標本は海驢皮、歯牙、髯

其他巌石、所生の草などにして来会者の縦覧に

供したり、

十八日偶然の機会に依り、某汽船に便乗し竹

島に渡航することを得たり、仝日一行は美保関

に赴き汽船を待合せしが天候の為め一時出航を

見合すに至らんとせしも交渉の結果、仝夜九時

出帆、一時間十節の速力を以て百二十四五海里

を直行し翌朝八時頃竹島附近に着したり、海上

は幸に穏和なりしも蓐暑甚だしく随分閉口

したり、竹島附近は海底頗る深く船舶を停泊せしむ

る能はず、依て静に汽船を流しつゝ端艇を下し、九

時半上陸視察を為し、十二時半帰船、午後六時出帆

汽船の都合に依り、翌二十日午前七時頃簸川郡北濱

村十六島に送って貰ひ、夫れより平田を経て帰松せ

り、是れ今回行程の概要なり、

本島は本年二月二十二日を以て本縣の版図に属した

るを以て、一度夫々専問家を引率し視察せんと欲し、

上京の際内務省に出頭し其費用を貰ひたるに恰も五

月二十七八日の大海戦あり、渺たる一孤島竹島は光

栄ある歴史を有するに至り、非常の有名となり其視

察計画も非常の人気となりしも、船舶の都合悪しく

して好期を逸し漸く準備成りて去十六日出発せんと

するに当り、天候不良となり当分延期するに至りし

が、幸にして偶然の好機会あり便乗を勧められしを

以て余等一行は先づ探険的に渡航したる次第なり、 25



竹島は海図にはリヤンコールド岩とあり三ツ

の点を附せるのみ、其渺たること以て知るべ

し、隠岐より八十五哩、濱田よりは百五十哩

あり、大さは一見十四丁位ならん、全島は全

然骨ばかりにして風浪激烈なる為め、土壌全

く洗ひ去られ樹木の如きは一本も無し、僅に

雑草あるのみ、それも水平より二十尺以上に

して渓間々々に生ぜるのみ 島は二ヶの大巌

と無数の小巌より成り、端艇は二巌相合する

所恰も湾形を為したる所に入るべし、例の中

井養三郎等の竹島漁猟会社の猟小屋は湾内右

方島に在り、遠く島を望めば恰も一ヶの島の

如く、剣山的に骨立し、近づくに従ひ漸く

二ヶより成れるを見る、余等は素より専問家

ならざるも其火山巌なることは慥なりと首肯

せらるゝなり

是より視察の模様を述べんに始めて島を望むに左

方に当たりて帆船の帆を孕まして遊弋せる動きを

見しが近づけば是れ一大洞窟にして水色紺碧を為

せり、凄壮蓋し天下の奇観なり、島は前陳の如き

を以て殆んど平地無し、たゞ右方巌高地に少しく

平坦なる所あり、而かも是に登らんとせば巌石を

攀ぢ危険と困難を嘗めざるべからず、自分等は島

めぐりを為したるを以て山上の模様を見ざりしも、

同所には又一窖ありて深く海底に直下し、ガラン

洞となり海水を湛へ一見凄絶なるものありと、

漁猟会社の小屋は去八日の大風雨にて家什食物を

併せ全く洗ひ去られ漁舟八隻も一小舟を除き全く

流失し、現今は僅に其小舟にて漁猟を為しつゝあ

る有様なり、
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海驢（俗にミチ）は毎年四五月より七八月迄最も多

く、最早余程少なくなりたりと漁師等は談りたるも

尚極めて多数にて船より望めば水上に頭を出して盛

んに吠え居たり、島廻りする時も彼等は岩上に遊び

眠るを見たり、最も多きは六月頃子を生産し哺育す

る際にして、彼等はオットセイと同じく、子を愛す

ること甚だしければ愛に引かれて空しく猟夫の銃丸

に斃るゝもの多しと（左岩北方洞窟最も多しと）猟

夫の猟するは親ミチのみにて仔ミチは猟せず、為に

仔ミチは更に人を畏怖せず人を見れば直ちに岩より

海底に身を躍らし隠くるゝも暫らくすれば匍上りて

ワンワン吠えなから不思議さうに人の姿を見居るな

り、総て彼等はよく眠り一二匹づヽ交替して歩哨の

任務に従事し居るなり、兎に角海驢の多きことは非

常にして去八日の大荒にて風波の為め死し将に死に

瀕せんとするもの少なからす見受たり其他の海産物

は鷗の多きことなり其他水鳥、鮑、袋貝、烏帽子貝

などあり（未完）

竹島視察談（続）（松永知事談話の要領）

余等の想像を以てせば、大古は現在の骨立せる二岩

と無数の小岩は合して一島を形成せしが、風浪のた

めに洗ひ去られて、今日の骨ばかりとなりたるには

あらざるかと思はる、他日専問家の視察研究を待つ

べし、上陸するに足るべき地点とては前記猟小屋の

ある所と外二ヶ所にして其他は総て断崖絶壁にして

奇景少なからず、北方両大岩の間に現はれたる一岩

の如きは宛然たる魚柳観音を為す、取敢へず観音岩

と命名したる次第なり海驢の遊び場所と云ふべきか

最も集合しよく喜戯し、死んだやうに眠つて居る所

三ヶ所（？）許りあり、

27



次ぎにも飲料水の事なるが左岸に一ヶ所清水の

迸出する所あり右岸にも一二ヶ所ある塩分を帯

び、且つ之を飲めば不思議に脚気症に取つか

るヽなり現に頗る重体のものあり気の毒に感じ

たり、其他多少其兆候にて水腫せるものを見受

けたり、尤も漁猟者は早晩漁期を終り帰郷すべ

し、今日に於ては海驢以外何等の生産物無し、

然れども海戦以来更に本島が重要の地点となり

しことをは諸君の黙契を希望す

序に海驢の需用に就て一言せんに、三十六年之

を猟し大坂に輸出したるものありしも全く失敗

せしが、翌年に至り多少の需用あり、今日に至

りては製革業の進歩と需用の増加とによりて今

までは軍隊用背嚢の表に附したるもの今は牛皮

の代用となるに至り脂肪は精製して鯨油に劣ら

ざる良品を得べく、肉は食用とすべく又肥料に

供せらる、油糟は膠に用るべき見込みありと云

ふ、

以上は僅々数時間の観察にして殊に専問智識を以

て調査したるにあらざれば浅薄皮相を免れざるべ

しと雖も大要は誤無きを信ず、近き将来に於て豫

て計画せる趣味ある竹島行を実行する場合には各

専問家の精確なる調査を為すことヽなるべし、尚

将来本縣に於ても種々研究を重ね、同島の生産を

保護し、以て本縣下の福利を増進することを期図

すべし云々（終り）

28



竹島平面図

図中イ、ロ、ハ、の三点は船舟の碇泊し

得る地点▲海驢はイの地邊に於て主に分

娩哺育しロの邊に最も多く上陸して遊ぶ

▲井は清水の湧出する地▲家屋形は漁猟

会社の小屋▲ニの邊巌頭平坦なり

竹島

Aは東南方より航進したる遠望にして宛然一個の巨巌海中

に峭立せる如く左方の空洞は潜門なり漸く近づくに従ひB
図の如く二個に区画せるを見る右方巌上比較的平坦なる

所唯一の緊要なる平地なり
29



若干の補足
■京都丸について
・当初の計画では、松永知事は明治３８年８月１

６日の朝、第二隠岐丸で境港を出発し、隠岐の

西郷に寄港して東島司以下が合流する予定で

あったところ、８月１５日に急遽、一旦延期に

なった。その後急に海軍御用船たる京都丸で行

くことになり、隠岐には寄港せずに４名のみで

竹島に直行した、とある。

・京都丸は、有力な北前船主であった石川県瀬越

の広海家が運航する2600トンを超える、当時と

しては大型の汽船（イギリス製）であった。海

軍の御用船として日本海方面を主に航行してい

た。

・この航海で８月１８日夜に美保関を出航し、１

９日竹島視察、２０日に平田の十六島帰着とい

う行程となっている。

■諸事情
・知事の視察談では、

「漸く準備成りて去十六日出発せんとするに

当り、天候不良となり当分延期するに至りし

が、幸にして偶然の好機会あり便乗を勧めら

れしを以て余等一行は先づ探険的に渡航した

る次第」とある。

・海軍御用船の京都丸に好機会に便乗できた事

情は不明であるが、

＊知事が薩摩出身で、日本海大海戦直後に第

一艦隊を率い三保の関に入港してきた同郷の

東郷司令長官を表敬訪問し、いち早く戦勝の

お祝いを述べるなど、人脈が窺われること

＊「上京の際内務省に出頭し其費用を貰ひた

る」視察で、国の支援があったこと

などの事情が垣間見えるが、今後の調査を待

ちたい。
30



②新聞に掲載された初めての竹島全景写真

松陽新報は、明治39年5月24日付けの新聞社告で

「山陰勝景写真募集」として「廣く山陰の名勝写

真を募集し、審査の上優秀なものを本紙に掲げて

読者の清覧に供せんと欲す」と、名勝写真を募集

し、その後６月から陸続と新聞紙上で紹介して

いる。

山陰勝景（一） 日付不明 「竹島の観音岩と洞窟」

山陰勝景（二）6月13日付けで「出雲大社大鳥居」

山陰勝景（三）6月16日付けで「米子沖中海より大山」

山陰勝景（四）6月18日付けで「能義郡清水寺」

山陰勝景（五）6月20日付けで「竹島全景」

山陰勝景（六） 日付不明 「玉造温泉」

山陰勝景（七）6月24日付けで「医王山一畑薬師」

山陰勝景（八）6月26日付けで「米子城山」

山陰勝景（九）6月29日付けで「安濃郡羽根東村立神巌附近の絶壁」

山陰勝景（十）7月 1日付けで「浮浪山鰐淵寺根本中堂」

この山陰勝景（一）「竹島の観音岩と洞窟」が、

現時点では日付は不明であるものの、県内新聞に

掲載された初めての竹島全景写真であったと考え

られる。

山陰勝景（一）竹島の観音岩と洞窟
31



③初めての竹島特派員による現地レポート

奥原碧雲の「竹島及鬱陵島」に、渡航者一行の一

人として「松陽新報記者 吉田行精」の名が記さ

れている。また、同書に掲載された隠岐島廳玄関

にて大野写真師が撮影した竹島視察員一行なる集

合写真に、その姿を残している。

また、明治39年6月15日付け松陽新報の「道洞の

鬱島衙門と渡航者一行」として掲載された記事中

の写真にも（吉田本紙記者）として紹介されてい

る。

■吉田行精（暁星）

浄土真宗真光寺（松江市奥谷町）第13代住

職。明治12年3月13日生、昭和25年10月6日

没（享年71才）。住職名は「ぎょうしょ

う」。行精は明治42年に住職となる。竹島

視察は27歳の時。

・島根県竹島視察団への新聞記者の同行について、山

陰新聞には、次の記事が見られる。

明治39年3月11日 竹島行決定

3月14日 竹島視察の事「本社も之れか案内を受けたり」

3月16日 竹島渡航案内者

「案内を受けしは左の如く △新聞社」

・山陰新聞に視察団の視察内容が記事として掲載され

るのは、明治39年4月1日からで、

明治39年4月 1日 竹島土産

4月 3日 竹島渡航日記（一）から

4月12日 竹島渡航日記（五）まで □旅行者某生

とあるが、これらの記事を誰が書いたかは不明。

・奥原碧雲の渡航者一行に山陰新聞記者の名前がない

ことから、山陰新聞は記者の派遣はせず、渡航者の

誰かがこれらの記事を書き送ったものと思われる。

松陽新報 山陰新聞
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・今回判明した碧雲切抜帖には、松陽新報に

掲載された記事として、今まで知られていな

い竹島視察団の渡航状況、竹島の現況、鬱陵

島の状況が詳細に紹介されている。

明治39年3月 ＊「隠岐より（一）」から

「隠岐より（四）」まで ■吉田生

＊「竹島の海驢（一）」から

「竹島の海驢（三）」まで ■特派記者

＊「竹島の話（一）」から

「竹島の話（三）」まで ■特派記者

＊「蹴波記（一）」 から

「蹴波記（八）」まで ■春風萬里生

明治39年4月 ＊「鬱陵島見聞記（一）」から

「鬱陵島見聞記（五）」まで ■渡航記者

・これらの記事は、署名の違いはあるもの

の、いずれも吉田記者による現地レポートと

考えられる。

・ 「山陰中央新報社120年史」によれば、

「相見繁一（香雨）は古美術研究の権威で琳派研究の

第一人者として著名だが、若いとき松陽新報の記者と

して活躍した。昭和19年3月、東京で空襲に遭い、松

江市奥谷町の真光寺に疎開。同寺住職吉田行精（暁

星）は松陽創刊の頃からの記者。相見とは顔なじみで

36年ぶりの再会だった。吉田は風呂敷に法衣を包んで

出社、新聞社から法要に駆けつけたという逸話の持ち

主で、松陽退社後、山陰新聞に移って二年間、編集長

をつとめた。昭和25年亡くなった。」とある。

・「一老美術学者 相見香雨の回想」（森山時雄）には、

「東京で戦災に遭い、疎開先を郷里松江市の真光寺に

求めたのは、住職の吉田行精がかって先生の松陽新報

時代の同僚であったからである。先生は「ここの和尚

はなかなかの学者で、しかも稀に見る文章家だ」と

いっていた。」とある。
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明治39年6月15日付け松陽新報
「道洞の鬱島衙門と渡航者一行」 34


